
 

                                             

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

大社高齢者あんしん支援センターでは、地域のケアマネジャーの情報交換、顔の見える関係づくり

として連絡会を開催しています。 

 今年度は『令和６年７月の大雨災害に伴う孤立した日御碕地区への対応』について、 

大社地域のケアマネジャーと情報共有し、災害時の福祉サービスの提供について意見交換を行いま

した。 

年を重ねても、住み慣れた地域で安心して 

自分らしい暮らしが継続できるために 

高齢者あんしん支援センター（出雲市地域包括支援センター）は、 

高齢者の生活・福祉・介護・保健等あらゆる相談に対応する総合 

相談窓口です。地域の皆さんや関係機関の皆さんと連携を図りな 

がら、高齢者の暮らしを支える取組みをしています。 
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大社地域ケアマネカフェを開催！            

出雲地域介護支援専門員協会磯田会長、 

出雲市役所大社行政センター柳保健師長

に、当時の様子やケアマネ支援を振り返って

お話いただきました。 

     

グループに分かれ、災害発生時ケアマネジャーや地域の担当

者として 『心配だったこと』 『気づいたこと』 『こうだったら良

かったこと』 などの項目ごとに意見を出し合いました。その結

果、災害時における情報の集約・共有の難しさが共通の課題とし

て挙がりました。 

今後も大社高齢者あんしん支援センターとして、様々なテーマ

で開催できたらと考えています。 


